
Ⅰ. 緒言

｢アセンド｣ は糖量の優れた品種として2004年に優良

品種に認定され, 2007年には19,921ha (作付けシェア29.9

％) と広く作付けされている｡ しかし, 最低生産者価格

が撤廃されるなど, テンサイを取り巻く情勢は厳しく,

生産者の手取りを確保するために, より糖量の多い品種

が必要とされている｡

一方, 製糖事業者においては, ｢砂糖及び甘味資源作

物政策の基本方向｣ で, 最大限の合理化を実施すること

が政策支援を受けるための前提とされている｡ 一般的に,

高品質な原料は製糖資材の削減に寄与するため, 製造コ

ストを継続的に低減するために, 高品質な品種の導入,

開発が必要とされている｡

｢レミエル｣ は, ｢アセンド｣ と比較して糖量がやや

多い｡ また, 不純物価がやや低く, 品質面で優るため,

製造コストの削減が期待される｡

以上のことから, ｢レミエル｣ を ｢アセンド｣ に置き

換えて北海道一円に普及することにより, テンサイの安

定生産に寄与できると判断した｡

Ⅱ. 来歴および試験経過

｢レミエル｣ は, ベルギーのセスバンデルハーベ社が

育成した三倍体単胚の一代雑種である｡

2003年にホクレン農業協同組合連合会が輸入し, 同年

｢HK03-1｣ の名で輸入品種検定予備試験に供試, 2004年

から ｢H 135｣ の名で2007年まで北海道立北見, 十勝,

上川, 中央農業試験場, 北海道農業研究センター, 北海

道てん菜協会 (日本甜菜製糖, 北海道糖業, ホクレン)

において輸入品種生産力検定試験を行った｡ 2006年から

2007年まで道立農試において各種特性検定試験を行った

(根腐病抵抗性は2004年から2007年)｡ また, 全道３カ所

において現地検定試験を行った｡ 2008年に北海道農業試

験会議において北海道優良品種候補とされ, 北海道農作

物優良品種認定委員会において優良品種に認定された｡

Ⅲ. 特性

１. 一般特性

表１に ｢レミエル｣ の一般特性を示す｡ ｢レミエル｣

の葉姿, 葉数は ｢アセンド｣ と同様にそれぞれ �やや開

平�, �やや多�である｡ 葉長は �中�で ｢アセンド｣ の

�やや短�に対して長い｡ 葉形, 葉身の大きさは ｢アセ

ンド｣ と同様にそれぞれ �楕円�, �中�である｡ 葉面縮

は �やや多�で ｢アセンド｣ の �中�に対して多い｡ 葉

柄長は �中�で ｢アセンド｣ の �やや短�に対して長い｡

葉柄の太さは ｢アセンド｣ と同様に �中�である｡

クラウンの大きさは �やや小�で ｢アセンド｣ の �小�

に対して大きい｡ 根形, 根長, 根周, 分岐根, 皺の多少

は ｢アセンド｣ と同様にそれぞれ �円錐�, �中�, �中�,

�少�, �中�である｡ 露肩は �中�で ｢アセンド｣ の �や

や少�に対して多い｡ 肉質は �やや硬�で ｢アセンド｣

の �中�に対して硬い｡

２. 収量および品質

｢モノホマレ｣ (標準品種) に対する百分比 (以下,

標準品種比) において, ｢レミエル｣ の根重は, ｢アセン

ド｣ 107％に対し, 108％と同等であり, 根中糖分は, 調

査基準における区分は異なるものの, ｢アセンド｣ 102％

に対し, 103％とほぼ同程度である｡ 一方, 糖量は, 同

区分は同じであるが, ｢アセンド｣ 109％に対し, 112％

とやや多い (表２)｡
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現地試験の結果では, 根重は標準品種比113％, 根中

糖分は同104％, 糖量は同118％であり, 試験場およびて

ん菜協会での結果と比べ, 根重, 糖量の標準品種比はよ

り高い値を示した (表３)｡

また, 砂糖の結晶化を妨げ, 品質を悪化させる有害性

非糖分であるアミノ態窒素, カリウム, ナトリウムは,

いずれも ｢アセンド｣ 並からやや低く, 不純物価は ｢ア

センド｣ の標準品種比91％に対し, 83％であった (表１,

４)｡
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３. その他の特性

抽苔耐性は �強�である (表５)｡ 褐斑病抵抗性は

｢アセンド｣ 並の �弱�である｡ 根腐病抵抗性, 黒根病

抵抗性および耐湿性は ｢アセンド｣ 並で, それぞれ �や

や弱�, �中�, �やや弱�である (表７, ８, ９)｡
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Ⅳ. 適地および栽培上の注意点

適地は北海道一円で, 普及見込み面積は2008年に30ha,

2010年以降に15,000haである｡

栽培上の注意事項として, １. 褐斑病抵抗性が �弱�

であるため, 適切な防除に努める｡ ２. そう根病抵抗性

を持たないので, 発病圃場での栽培は避ける, ことの２

点が挙げられる｡

Ⅴ. 論議

｢レミエル｣ は従来の主力品種 ｢アセンド｣ と比較し

て, 糖量がやや多いことから, 生産者の収益性向上が期

待されるとともに, 不純物価がやや低く, 品質にも優れ

るため, 製糖事業者にとっても製糖コストの削減が期待

される｡

不純物価が低いと, 砂糖の結晶化を妨げる成分が少な

いため, 同じ根中糖分であっても, 産糖量は増加する｡

また, 一方で, 導入者の製糖工場において, 1995年から

2004年までの分析値を調査したところ, 不純物価と糖蜜

量 (製糖工程中に発生する副産物で, これ以上糖分を結

晶させることが困難なもの) との間には正の相関関係が

認められ, これから ｢レミエル｣ の造蜜性を試算したと

ころ, 同工場において, ｢アセンド｣ から ｢レミエル｣

に変更することで, 計算上の糖蜜生成量は2.4％減少す

るとの結果が得られた３)｡ 製糖方式は北海道内８工場間

においてそれぞれ異なっていることから, この試算を他

の工場にも当てはめることはできないが, ｢レミエル｣

の品質における優位性を示していると考えられる｡ また,

不純物価による製糖性の評価については, てん菜協会よ

り2000年に, 不純物価の ｢モノホマレ｣ 比５％が製糖コ

スト１％に相当する, と提示されたが１), その後各糖業

者の協力のもと製糖コスト評価を試みたところ, 上記製

糖方式の違い等から, 明確なコスト評価は今のところ得

られていない｡ しかしながら, 原料品質の良否は修正糖

分上昇による製糖効率アップや製糖副資材等のコスト

(イオン交換樹脂再生費や糖蜜など再生廃液処理費) に

繋がることから, 今後の優良品種認定においても重要な

特性のひとつであると考えられる｡

また, ｢レミエル｣ は褐斑病, そう根病等の重要病害

に対する抵抗性を持っていないため, 今後のてん菜品種

には多収, 高品質に加え, 各種病害抵抗性の付与が求め

られる｡
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